
働き方改革通信 No.44 （令和５年４月発行）

が公開されました！

全国の学校における

働き方改革事例集（令和５年３月改訂版）

ＰｉｃｋＵｐ！

学校の働き方改革の推進に向けて、各学校において取組状況を把握するとともに、更
なる取組の検討や振り返りに活用できるチェックシートになっています。

※Excelファイルのダウンロードはこちら

岡山県マスコット「ももっち」

今回は、文部科学省が令和５年３月にとりまとめ、
公開した「全国の学校における働き方改革事例集
（令和５年３月改訂版）」について紹介します。
主に追加された項目は次の３つです。

● 働き方改革チェックシート

● 学校・保護者等間の連絡手段のデジタル化

導入のポイント

● 個別事例から見る事務職員による学校の働き方改革

この他にも、「働き方改革通信No.38」でも紹介した
ように、「明日からできるグループウェア活用法」の
中に、欠席連絡のデジタル化なども紹介されており、
実際のGoogleフォームのファイル等をダウンロードすることも可能です。

働き方改革チェックシート

（詳細はこちら）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00008.html
https://www.mext.go.jp/content/20230322-mxt_zaimu-000028353_1.xlsx


働き方改革通信 No.45 （令和５年６月発行）

県立高梁高校の実践

ＰｉｃｋＵｐ！

岡山県マスコット「ももっち」

高梁高校では、昨年度までメール配信シ
ステムを活用して、簡易な保護者への連絡
を行っていましたが、今年１月からの試行
を経て、今年度から保護者連絡システムを
本格導入し、保護者への文書のデジタル化
に取り組んでいます。

●システム使用料は学校全体で年間12万円

●保護者は、専用アプリによりスマートフ
ォンで利用可能(メールでの利用も可能)

●保護者の登録作業は、業者からのテンプ
レートを活用して、保護者が行うため、
基本的には学校の作業は不要

●欠席連絡機能があるため、欠席連絡の
デジタル化にも対応

●アンケート配信機能があり、進路説明会
などの簡易な出欠確認等が可能

●システム導入検討の際には、ＰＴＡにも
事前に相談

今回は、学校・保護者間の連絡手段のデジタル化で、業務の効率化を図っている学校
を紹介します。

保護者のスマートフォン上のアプリ画面

選択選択

・印刷業務、仕分け業務の大幅な削減
・用紙代、インク代等の節減
・生徒への配付の手間、時間の削減
・保護者の開封確認が可能
・配付対象の個別設定が可能
・朝の電話対応の時間の大幅な削減

学校のメリット

・専用アプリに学校からの連絡のみ整理
されていて見やすい

・過去の学校からの連絡内容もいつでも
確認が可能

・外出先などどこでも確認が可能
・プッシュ通知により、学校からの連絡
の見落としの心配がない

・生徒の渡し忘れや紛失の心配がない
・学校の留守番電話の時間帯を気にする
ことなく、欠席連絡が可能

保護者のメリット

学校のパソコン上の管理画面（欠席連絡）



働き方改革通信 No.46 （令和５年10月発行）

児童生徒を育てる！

矢掛町立矢掛中学校の実践

ＰｉｃｋＵｐ！

岡山県マスコット「ももっち」

矢掛中学校では、チームで進めるカリキュラム・マネジメントによって、自律した
学習者を育成するため、今年度から学校全体で、準備学習、単元テスト、５時下校に
取り組んでいます。

今回は、学校教育目標「自ら考え行動する」のもと、自律した学習者の育成を目指し
た取組を進めた結果、教職員の働き方改革にもつながっている学校を紹介します。

全生徒共通の定型的な課題を廃止し、生徒が見通しや興味をもって授業に取り組む
ために、事前に準備して授業に臨む予習型の課題（準備学習と呼んでいる）を設定。
★生徒は準備学習で疑問に思ったことを授業で理解できる。
★準備学習を授業での協働学習につなぐ取組が進んだ。

準 備 学 習

定期テストを廃止し、単元のまとまりごとに行う単元テストを実施。
単元ごとの流れを優先するため、日程は統一せずクラスごとに実施しているが、希
望者には「再テスト」を実施し、再テストを受けた生徒は、その点数を評価の対象
としている。
★単元テストは、生徒が自らの学習を振り返ったり、教員が指導の改善にいかし
たりするために有効である。
★教員は単元への意識が高まり、これまで以上に明確に単元計画を生徒に示すよ
うになった。

単元テスト

生徒の家庭学習の時間を十分に確保し、計画的に学習を進めることができるよう、
年間を通して、平日の最終下校時刻を午後５時とした。
部活動の時間を確保するため、朝読書の時間の廃止など、日課表の見直しを行い、
帰りの会の終了時刻を20分早めた。
★生徒は家庭学習の時間の確保に加え、習い事や家庭のことにかける時間の確保
にもつながっている。
★教員は教材研究等の時間の確保や時間外在校等時間の縮減につながっている。

５ 時 下 校

学校運営協議会等も有効に活用

生徒アンケートでは、８割以上の生徒がこれらの取組に肯定的な回答をしています。

矢掛中学校では、６月に実施した学校運営協議会の中で、準備学習、単元テスト、
５時下校の取組について議題として取り上げた。生徒もオブザーバーとして参加し、
準備学習、単元テスト、５時下校の３グループに分かれて委員と熟議を行った。
委員から取組に対する地域からの不安の声などの情報提供もあったが、協議会を通

して、「新しい取組が効果的であることがよく分かった」等の意見が得られた。
矢掛中学校では、これまでにも生徒や保護者に直接周知するだけでなく、地元の

ケーブルテレビ等を通した情報発信もしてきたが、地域の不安を解消するため、一層
の情報発信を続けていく必要があると考えている。



働き方改革通信 No.47 （令和６年１月発行）

等を参考に業務の を！

文科省調査結果で紹介された取組事例

ＰｉｃｋＵｐ！

岡山県マスコット「うらっち」

昨年12月、文部科学省が「令和５年度教育委員会における学校の働き方改革のための
取組状況調査結果」（以下「文科省調査結果」という。）を公表しました。今回は、そ
の中で示された取組事例等を紹介します。

「全国の学校における働き方改革事例集」等も参考に！

文科省調査結果では、「学校・教師が
担う業務に係る３分類」に基づく14の取
組のうち、各教育委員会が優先的に取り
組むとの回答が多かった項目について、
各教育委員会または各学校における具体
的な取組事例が紹介されています。
例えば、右に示す和気町立和気小学校、

佐伯小学校、本荘小学校の「登校時刻の
見直し」の事例(p.12)があります。

本事例は、町教委と学校が協力し、学

校運営協議会等を通して、保護者の理解

を得た事例です。
この他にも、次のような事例等が紹介
されています。
● 部活動の活動時間の見直し(p.16)

● 教材等のデータでの蓄積と活用(p.17)

● 通知表の所見欄の見直し(p.18)

各学校におかれましては、これらの事
例等も参考に、来年度に向けて、更なる
業務の見直しについてご検討ください。

「文科省調査結果」はこちら

「学校・教師が担う業務に係る
３分類」はこちら

働き方改革通信No.44でも紹介しましたが、業務の見直し
をする上で、上記事例集も参考になります。

紹介されている事例の例

● 事務職員による働き方改革(p.16)

● 長期休業中の職員日直廃止(p.100)

● 校外学習の一連の流れのチェックリスト化(p.102)

● グループ担任制の導入(p.133)

● 行事予定や教室・備品のクラウドでの使用予約管理(p.183)

あわせて、県教委作成の本通信バックナンバー
の一覧もご活用ください。

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000255514.pdf
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1atoenmyDeW1xvsYepzums1Q4ly_AtcELRl3_JECEgIM/edit?usp=drive_link
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00008.html
https://www.mext.go.jp/content/20240109-mxt_zaimu-000032988_1.pdf


働き方改革通信 No.48 （令和６年１月発行）

校務のデジタル化の と を！

校務ＤＸ化チェックリストの活用

ＰｉｃｋＵｐ！

岡山県マスコット「ももっち」

今回は、各学校において、校務のデジタル化の状況を振り返り、改善を図っていく上
で活用できるチェックリスト等について紹介します。

「働き方改革に関する取組状況調査」の振り返りも！

「校務ＤＸ化チェックリスト」の他に、各学校の働き方改革の取組状況を振り返り、
改善を図るために、令和５年９月14日付け、教評第474号で依頼した働き方改革に関す
る取組状況調査の内容もご活用ください。こちらについても未実施の項目等について、
改善に向けた検討をお願いします。

項目内容の例

□ 管理職は教職員の時間外業務の実態を適切に把握し、必要に応じて担当業務の持ち
替え等により、業務の平準化等を図っている。

□ 保護者や地域関係者等に対して、県教育委員会が作成した動画やチラシを活用する
などして、学校における働き方改革に関する理解と協力をお願いしている。

右に示しているのは、
昨年12月、文部科学省が
公表した「ＧＩＧＡスク
ール構想の下での校務
ＤＸ化チェックリスト」
に基づく自己点検結果の
一部です。
※資料はこちら

本チェックリストは、

教育ＤＸを推進する際に

取り組むことが望ましい
項目を次に示す内容ごと
に整理したものです。

● 教員と保護者間の連絡
のデジタル化（８項目）

● 教員と児童生徒間の連絡等のデジタル化（７項目）
例 宿題をクラウドサービスやデジタルドリル教材を用いて実施・採点していますか

● 学校内の連絡のデジタル化（14項目）
例 校内外の行事日程、施設や特別教室の利用予約等について、クラウドサービスを
使って共有し、いつでも確認できるようにしていますか

● その他（５項目） ※チェックリストの項目内容はこちら

本チェックリストは、小・中学校段階を対象としたものですが、高校段階を含め、
各学校において、校務のデジタル化の状況を振り返るために活用し、未実施の項目等
について、改善に向けた検討をお願いします。

https://www.mext.go.jp/content/20231227-mxt_jogai01-000033278_001.pdf
https://drive.google.com/file/d/1PrwhJLuWHgeeu4H3O7C4MeKuuF8Gxvke/view?usp=sharing

